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安全・安心に暮らせるまちづくりと
観光交流拠点の再生を目指し

　弟子屈中学校校舎改築等工事（文部科学省）、弟子屈中学校屋体改築等工事（国土交通省）に着工し、いよいよ弟子屈
市街地の整備が始まりました。
　弟子屈中学校校舎改築工事ほか６件で総額12億6,517万6,500円の工事費で、来年の３月10日までの工期を予定し
ています。中学校周辺整備の完成は、平成25年度を予定しています。平成22年度は、皆さんの憩いの広場や学校生徒が
利用する中学校周辺外構、地域の防災拠点の機能を有する広場の実施設計を行うほか、中学校玄関前などの外構工事
の実施を予定しています。
　観光交流拠点となる道の駅周辺整備については、平成23年のオープンを目指して進めていきます。平成22年度は、
旧欧羅巴（ヨーロッパ）民芸館の耐震改修工事やトイレの新築工事、道の駅周辺外構の実施設計を予定しています。
　旧国立病院跡地は、町民の皆さんと来訪者が憩える親水公園として整備します。平成22年度は、公園の実施設計を
行います。

❑問い合わせ先／役場建設課都市計画係☎４８２‐２９４１（課直通）

　�元気にプレーする子どもたち● ●

● ●

新しく追加された外国語版ポータルサイト● ●

● ●

　�　摩周丘幼稚園児の作品● ●

● ●● ●

● ●

　��小笹さんの作品「フロストフ
　�ラワー」
● ●

● ●


